
5
月
24
日
（
火
）
、
快
晴

の
下
、
参
加
25
名
（
内
女
性

7
名
）
で
実
施
し
た
。
本
件

は
昨
年
12
月
に
中
止
（
JR
豪

雨
で
遅
延
）
と
な
っ
た
企
画

を
、
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し

て
催
行
し
た
。
午
前
９
時
、

桶
川
駅
改
札
口
に
集
合
。
こ

と
ぶ
き
広
場
（
旧

桶
川
南

小
跡
地
）
に
移
動
。
行
程
の

説
明
と
会
長
挨
拶
、
案
内
役

の
「
桶
川
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
」
の
紹
介
、
4
班

に
分
か
れ
て
、
写
真
の
旅
籠

建
築
の
面
影
を
残
す
「
武
村

旅
館
」
、
市
内
最
古
の
建
造

物
「
島
村
家
の
土
蔵
」
（
江

戸
時
代
の
生
活
用
具
を
保
存
）
。

街
道
沿
い
の
「
中
山
道
宿
場

館
」
で
休
憩
し
て
ビ
デ
オ
を

鑑
賞
、
食
事
処
の
「
五
月
寿

司
」
到
着
し
て
ガ
イ
ド
と
分

か
れ
た
。
ビ
ー
ル
も
出
て
話

は
弾
み
「
桶
川
宿
」
は
、
紅

花
の
収
穫
地
と
し
て
近
隣
の

鴻
巣
・
上
尾
宿
よ
り
格
が
上

と
の
気
位
が
高
く
、
い
ま
だ

に
、
町
村
合
併
の
話
題
時
に

支
障
が
あ
る
と
の
こ
と
。

午
後
、
桶
川
駅
西
口
か
ら

バ
ス
で
「
桶
川
飛
行
学
校
平

和
祈
念
館
」
に
移
動
。
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
車
庫
棟
、

守
衛
棟
、
弾
薬
棟
、
便
所
棟
、

兵
舎
棟
を
見
学
し
た
。
団
体

の
た
め
市
の
ス
タ
ッ
フ
が
付

き
、
説
明
が
聞
け
た
（
復
元

整
備
さ
れ
R
2
年
開
館
）
。

特
攻
隊
の
訓
練
所
「
平
和

祈
念
館
」
は
、
一
度
は
訪
ね

戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

滑
走
路
は
、
現
ホ
ン
ダ
エ
ア

ポ
ー
ト
が
使
用
し
て
い
る
。

午
後
４
時
半
、
桶
川
駅
西
口

で
解
散
し
た
。
本
日
の
実
績

は
歩
行
６
㎞
、
歩
数
1
万
歩
。

会報「彩央」第15号 2022（R4)年９月５日

彩

央

コロナ禍で2022年度総会は中止、資料郵送で対応

今
年
度
、
図
ら
ず
も
会
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
。
１
０
８
名

の
会
員
で
組
織
さ
れ
る
地
域
活

動
団
体
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と

大
変
な
重
責
を
覚
え
ま
す
。
し

か
し
、
も
う
22
年
前
に
な
り
ま

す
が
、
舌
癌
を
克
服
し
た
者
と

し
て
弱
音
を
吐
く
こ
と
は
無
い

で
し
ょ
う
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
の
理
念
で
あ
る
親
睦
・

い
き
が
い
・
地
域
貢
献
を
自
覚

し
、
経
験
豊
富
な
役
員
各
位
と

共
に
会
の
運
営
に
努
め
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
参
加
頂
け

る
企
画
行
事
の
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
活
発
な
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

私
に
も
師
と
仰
ぐ
方
が
お
り
ま

し
た
。
良
く
言
わ
れ
続
け
た
こ

と
は
、
「
お
前
な
あ
酒
食
や
好

み
を
持
っ
て
仲
良
く
す
る
こ
と

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
い
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
物

の
流
れ
、
情
報
を
全
員
が
共
有

す
る
こ
と
だ
」
と
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
大
事
に
し
て
い
る
言
葉

で
す
。
最
近
元
気
な
百
寿
な
方

に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
感
じ
る
の
は
健
康
寿
命

を
保
っ
た
活
き
方
を
ど
う
自
分

で
意
識
し
て
日
々
過
ご
す
か
で

す
。
“
振
り
返
る
い
や
前
向
い

て
強
き
日
々
”
の
姿
勢
で
す
。

「
昨
日
今
日
心
繋
が
る
彩
央
会
」

を
会
運
営
の
旗
印
と
し
て
会
員

が
会
の
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

参
加
し
高
齢
期
を
謳
歌
し
て
頂

け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
皆
様

に
は
、
感
染
対
策
を
守
り
健
康

管
理
に
は
充
分
ご
留
意
下
さ
い
。

新会長に専攻1花形俊男さん選出

2022（R4）年度 事業計画
行 事 名 詳細（実績・予定など）

花見ハイク コロナ禍で中止（恒例の新人歓迎会分）

定期総会
コロナ禍で中止、全会員に「総会資料」

郵送、5/9(月)役員会で承認

地域

ボランティア

北本自然観察公園 緑のトラスト地
5/7,6/15, 9/16, 3/17

パークゴルフ
大会

「彩央会」主催 5/26(木)と10/10(月)
の２回、クラブ活動は適時

ホタル観賞会 北本自然観察公園 7/28(木)

美 術 展
文化センター 8/23(火)～28(日)

例年 同時開催の「一芸披露会」中止

会報 発行 A3サイズ・両面カラー 9/5(月)

スポーツ大会
室内スポンジテニス(テニス・卓球・

バトミントン経験者が有利）9/14(水)

鎌倉殿の13人 10/5(水) 雨天決行

鴻巣ツアー
11/16(水)荒川とともに生きる小谷か

ら「天空の里」へ 雨天は11/24(木)

民法講習会 司法書士 伊藤亥一郎 氏

うどん打ち 中丸公民館 2023/1月下旬

文集発行
「彩央のひろば」A4カラー印刷を含み

32ページ 2023/２月 原稿締切 11/30

新人歓迎会
未来大学 2023年度 卒業生 対象

（新春さくらウォーク）

上記の他に

月例のクラブ

活動

・女子会手仕事サロン：第3（月）
・パークゴルフ：第2（月）
・ゴルフ： ６,９,12,４月に開催
・映画を楽しむ会：毎月 1回
・サイクリングクラブ： 第1・3(木)
・歌う会：毎月第4(木)（休会中）
・パソコンクラブ： 第2・4(水)

第1５号

総
会
は
、
当
初
、
4
月
開
催

を
予
定
し
た
が
コ
ロ
ナ
の
猛
威

は
収
ま
ら
ず
。
施
設
か
ら
は
、

定
員
の
１
/
３
と
の
入
場
制
限

が
あ
り
飲
食
も
禁
止
の
た
め
、

全
会
員
参
加
の
総
会
は
中
止
し
、

前
年
度
と
同
様
、
左
記
「
総
会

資
料
」
全
12
ペ
ー
ジ
に
「
会
員

名
簿
」
「
ク
ラ
ブ
・
広
報
活
動
」

を
添
付
資
料
と
し
て
全
会
員
に

郵
送
し
た
。
各
連
絡
員
や
会
長

が
意
見
を
吸
い
上
げ
役
員
会

（
５
/
９
【
月
】
17
名
出
席
）

で
審
議
す
る
運
用
と
し
た
。

審
議
の
結
果
は
、
左
記
「
事

業
計
画
」
「
会
長
・
副
会
長
」

「
連
絡
員
」
な
ど
で
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

今
年
度
の
会
員
は
、
死
亡
な
の

で
11
名
が
退
会
し
た
。
「
い
き

が
い
大
学
」
時
代
に
盛
況
で
あ
っ

た
、
地
域
団
体
紹
介
の
講
義
も

中
止
と
な
っ
た
が
、
口
コ
ミ
で

7
名
の
加
入
が
あ
り
、
会
員
1

０
８
名
で
花
形
新
会
長
の
下
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
報
発
行
に
よ
せ
て
会
長

花
形
俊
男

6
月
の
定
例
会
を
21
名

参
加
で
開
催
し
た
。
当
日

は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の
一

日
に
恵
ま
れ
た
。
春
先
の

桜
や
ポ
ピ
ー
、
菜
の
花
の

姿
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
空
を
見
上
げ
る

と
青
空
に
飛
行
機
雲
、
遠

く
に
は
秩
父
連
山
の
山
並

み
が
見
渡
せ
た
。

夏
季
時
間
の
8
時
半
に
6

組
に
分
か
れ
、
コ
ス
モ
ス

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
風
速
2
ｍ
ほ
ど

の
風
も
爽
や
か
に
感
じ
ら

れ
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
も
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
を

除
き
良
好
。
ほ
と
ん
ど
の

ホ
ー
ル
が
、
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー

の
芝
草
が
幅
広
く
グ
リ
ー

ン
ま
で
花
道
と
し
て
刈
ら

れ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
中
村
昌
彦

さ
ん
が
99
ｍ
の
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
で
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
（
パ
ー

5
を
２
打
で
プ
レ
イ
）
を

達
成
し
た
。
毎
回
、
集
合

時
間
の
2
時
間
前
に
は
所

沢
の
自
宅
を
出
る
熱
意
が
、

実
を
結
ん
だ
。
ま
た
、
桜

山
真
一
さ
ん
が
、
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
し
、
好
プ
レ

イ
が
連
発
し
た
。

会

報

2022（R4)年度「彩央会」会長・副会長

会 長 専攻１ 花形 俊男 北本

副
会
長

事務長 専攻３ 石黒 廣行 北本

総務部 22期 澤井 秀幸 鴻巣

企画部 25期 飯沼和華子 上尾

地域活動部 24期 中村 昌彦 所沢

各期窓口の連絡員
担当期 連絡員 担当期 連絡員

5～14期 熊谷 康夫 専1期 信末 善男

15～16期 対尾 雅之 (火・水) 花形 俊男

17期 熊谷 康夫 専2(火) 亀田 美知子

18期 岩佐 正二 栗原 昭男

19期 町田 勝重 専2(水木) 藤澤 良正

20～22期 奈良 武 専3(火) 小金井 明

専科3～6 荒巻 勲 専3(水) 中村 庄次

24期 中村 昌彦 専3 (木)４ 石黒 廣行

25期 飯沼 和華子 専5 古荘 元信

専5 讃岐 孝之

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
６
月
の
定
例
会

過
去
最
高
の
21
名
が
参
加
し
て
激
戦

５
月
の
役
員
会
で
承
認

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報 （第15号）
発行：2022（R4）年9月5日

発行人：会長 花形 俊男

HP 検索キーワード： 彩央会

中
山
道
桶
川
宿
と
平
和
祈
念
館

散
策

◆
8
／
23
（
火
～
28
（
日

◆

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

◆

出
展
者
17
名
１
ク
ラ
ブ

今
回
は
い
つ
も
大
作
を
出

展
す
る
小
島
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
た
め
大
作
が
減
少

し
た
。
ま
た
、
直
前
に
な
っ

て
間
中
さ
ん
夫
妻
が
都
合

に
よ
り
出
展
取
り
や
め
と

な
っ
た
た
め
、
出
品
数
17

名
、
出
品
作
品
数
67
点
と

前
回
よ
り
も
減
少
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
出

展
数
と
女
子
会
の
皆
様
の

多
数
の
展
示
物
は
見
ご
た

え
が
あ
り
健
闘
し
た
と
思

う
。
友
人
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
レ
ベ
ル
が
高
く
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
い
。
見
に

行
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
わ

れ
た
。
美
術
展
は
彩
央
会

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り

今
後
も
続
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

第
15
回
美
術
展
開
催



昨
年
の
10
月
20
日
、
「
神
々

の
住
む
『
馬
室
（
ま
む
ろ
）

の
郷
』
を
訪
ね
る
」
の
企
画

に
24
名
が
参
加
し
た
。

秋
晴
れ
で
空
気
も
澄
ん
で
、

頂
上
に
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士

山
が
迎
え
て
く
れ
た
。
出
発

地

滝
馬
室
の
氷
川
神
社
に

集
合
し
出
発
式
（
信
末
企
画

部
長
の
挨
拶
、
鴻
巣
ガ
イ
ド

会

熊
谷
会
長
か
ら
歓
迎
挨

拶
・
行
程
の
説
明
）
が
あ
り
、

コ
ー
ス
別
に
１
班
（
一
般
コ
ー

ス
）
・
２
班
と
３
班
は
（
フ

ル
コ
ー
ス
）
に
分
か
れ
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
台
地

と
低
地
に
分
か
れ
る
馬
室
郷

散
策
が
、
長
い
隊
列
で
移
動

を
開
始
し
た
。

こ
の
地
は
荒
川
の
（
山
を

背
に
）
左
岸
に
広
が
る
農
村
、

馬
室
。
大
宮
台
地
の
北
西
端

に
位
置
し
、
西
側
に
は
荒
川

が
望
ま
れ
る
地
域
で
、
早
く

か
ら
人
間
の
生
活
が
営
ま
れ
、

数
多
の
伝
説
や
伝
統
の
祭
り

が
大
切
に
継
承
さ
れ
、
縄
文
・

古
墳
時
代
の
重
要
な
遺
跡
も

多
く
発
見
さ
れ
い
る
。
約
４

０
０
年
前
ま
で
は
滝
馬
室
と

原
馬
室
は
一
つ
の
村
で
馬
室

郷
と
称
さ
れ
て
い
た
。
毎
年

の
花
火
や
ポ
ピ
ー
畑
な
ど
見

ど
こ
ろ
の
多
い
地
域
で
、
ま

た
、
寺
社
仏
閣
が
多
い
の
は
、

今
回
参
加
し
そ
の
謎
が
解
け

た
。
観
音
堂
で
の
「
原
馬
室

の
獅
子
舞
」
の
笛
の
実
演
は
、

故
郷
で
の
獅
子
舞
を
思
い
出

し
た
。
旧
瀧
本
院
の
個
人
宅

（
千
葉
宅
）
に
残
る
文
書
や

扁
額
・
版
木
等
の
遺
物
を
見

て
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
一
里
塚
を
経
て
北
本
駅

に
て
解
散
。

今
回
の
行
事
で
「
鴻
巣
ガ

イ
ド
会
」
の
組
織
力
は
じ
め

各
地
域
の
「
馬
室
の
郷
」
を

大
切
に
保
存
、
伝
統
を
守
る

力
強
さ
を
感
じ
た
。

★

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

代
表

北
本

荒
巻

勲

幹
事

鴻
巣

野
口

剛

★

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表

鴻
巣

間
中
芳
男

幹
事

桶
川

藤
澤
良
正

★

サ
イ
ク
リ
ン
グ

Ｃ

代
表

鴻
巣

信
末
善
男

幹
事

桶
川

西
村
邦
明

★

歌
う
会

代
表

北
本

松
本
紀
久
夫

幹
事

桶
川

鈴
木
康
夫

★

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

代
表

鴻
巣

大
野
武
男

幹
事

鴻
巣

奈
良

武

会報「彩央」第15号 2022（R4)年９月５日

編
集
長
の
交
代
で
不
安

は
あ
っ
た
が
、
「
案
ず
る

よ
り
産
む
が
や
す
し
」
で

発
行
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。

引
継
ぎ
の
共
同
作
業
で
、

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
編
集
長
」

ソ
フ
ト
が
１
セ
ッ
ト
で
は

支
障
が
あ
り
、
追
加
購
入

し
て
２
セ
ッ
ト
で
運
用
。

こ
れ
で
、
引
継
ぎ
が
容
易

と
な
り
、
担
当
を
交
代
し

な
が
ら
で
も
会
報
の
継
続

を
可
能
な
体
制
と
し
た
。

（
石
黒
）

編
集
長

専
攻
3
石
黒
廣
行

委
員

17
期

熊
谷
康
夫

委
員

22
期

澤
井
秀
幸

委
員

専
攻
２

中
島
竹
夫

委
員

専
攻
3

中
村
庄
次

委
員

専
攻
5

讃
岐
孝
之

・

日
時

５
月
７
日
（
土
）

・

参
加
者

彩
央
会
12
名

緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
10
名

5
月
連
休
の
終
わ
り
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施
。
参
加

者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
勇

壮
で
作
業
を
開
始
。
今
回
は

緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
の
指
示

の
も
と
に
、
後
片
付
け
が
終

わ
っ
て
い
な
い
竹
や
樹
木
等

を
集
積
場
所
に
集
め
る
作
業

で
し
た
。

彩
央
会
の
会
員
は
11
時
に

作
業
を
終
了
。
集
合
写
真
を

撮
影
し
て
解
散
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
参
加

者
の
確
保
が
難
し
く
関
係
団

体
と
協
賛
日
程
を
調
整
し
て

こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
た
い
。

7
月
28
日
の
ホ
タ
ル
の

鑑
賞
会
は
、
直
前
の
雷
で

中
止
と
な
っ
た
。
日
中
は

青
空
で
雨
が
降
る
と
は
予

想
が
出
来
な
か
っ
た
。
夕

方
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
暗

く
な
り
、
ア
プ
リ
に
は
雷

の
表
示
が
出
て
来
た
。
実

施
と
中
止
の
判
断
が
難
し

い
中
、
4
人
が
現
地
に
集

合
し
た
。
自
然
観
察
公
園

入
口
に
あ
る
自
動
販
売
機

の
所
で
、
雨
宿
り
し
な
が

ら
様
子
を
見
て
い
た
。
ホ

タ
ル
は
雷
に
驚
い
て
、
葉

の
裏
で
雨
宿
り
し
て
飛
ん

で
い
な
い
と
思
っ
た
。
蛍

の
光
の
代
わ
り
に
雷
の
イ

ナ
ズ
マ
の
光
を
観
賞
し
、

来
年
は
必
ず
ホ
タ
ル
に
会

え
る
事
を
楽
し
み
に
帰
路

に
つ
い
た
次
第
で
あ
る
。

代
表
・
鴻
巣

瀬
山
宏
昭

幹
事
・
鴻
巣

熊
谷
康
夫

幹
事
・
桶
川

岩
佐
正
二

会
員
数

23
名
随
時
入
会

上
映
館
：
鴻
巣
シ
ネ
マ

上
映
開
始
：
午
前
10
時

4
月
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

で
甦
る
永
遠
の
名
作
『
午

前
10
時
の
映
画
祭
12
』
が
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。
終
了
後

に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
終

わ
り
に
す
る
か
、
続
い
て

昼
食
会
を
開
く
か
は
コ
ロ

ナ
流
行
の
状
況
次
第
で
判

断
し
ま
す
。

写
真
の
メ
ン
バ
ー
で

の
５
月
開
催
「
エ
デ
ン

の
東
」
は
、
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
い
つ
見
て

も
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー

ン
の
演
技
に
魅
せ
ら
れ

ま
す
。

ホームページの紹介

｢彩央会｣ホームページは、大きな写

真とタイミングの良い掲載が特長であ

る。最新の情報を優先し、ビジュアル

な表示になっている。

投稿は原則に掲載します、気軽にご利用ください。

・検索キーワード： 彩央会

・該当タイトル“「彩央会」HPトップページ ”

・URL：http://saioukai.sakura.ne.jp/

・
代
表

柳

順
子

・
幹
事

飯
沼
和
華
子

・
活
動

文
化
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
３
月
曜
日
（
午
前

中
）
年
に
12
回
開
催
。
前

年
度
の
活
動
「
Ｔ
シ
ャ
ツ

草
履
」
「
紙
の
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
」
「
着
物
リ
メ
イ
ク
」

「
干
支
の
寅
」
「
和
の
ポ
ー

チ
」
「
刺
繍
」
。

毎
回

平
均
16
名
参
加
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
を
掲
載

し
て
い
る
。
７
月
の
テ
ー

マ
「
自
由
制
作
の
バ
ッ
グ
」

は
好
評
で
あ
っ
た
。

直近のイベント詳細
◆ 美術展 8/23日(火)～8/28(日)北本文化センター

例年、会期中に開催の「一芸披露会」今年も中止

◆ スポンジテニス講習会 桶川サンアリーナ９/14(水)

◆ 環境ボランティア 北本自然観察公園

9/16(金) 当日飛び入り参加も可能

◆ 鎌倉殿の13人大河ドラマ館、10月5日（水）

◆ 鴻巣・「天空の里」、11/16(水)

◆ 新春うどん打ち大会、Ｒ5年1月予定

◆ 民法講習会、Ｒ5年1/19

（木）司法書士伊藤先生

◆ 文集の発行（R5/2月）

自由投稿1,200文字以下・

写真 絵手紙・俳句 川柳・会

員短信（80～200文字）は、全

員投稿を目標。

創立以来の「会員の交流の

場」として文集「彩央のひろ

ば」を発行。

★

映
画
を
楽
し
む
会

ホ
タ
ル
観
賞
会

７

ク
ラ
ブ
の
活
動

★

女
子
会
・

手
仕
事
サ
ロ
ン
」

「
高
尾
宮
岡
の
景
観
地
」
で
伐
採
作
業

鴻
巣
歴
史
再
発
見
「
馬
室
」
を
訪
ね
る

開催予定日 作品名

2022/10/4(火) ８ 1/2（読み方 ハッカニブンノイチ）

11/19(土) 恋に落ちたシェイクスピア

12/8(木) 蜘蛛巣城

2023/1/15(日) キャバレー

2/17(金) フィッシャー・キング

3/22(水) 無法松の一生


